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1 は じ め に

ニラは,秋から冬にかけて収穫量が落ち込み,生産が不

安定になる時期があり,こ の原因のひとつに休眠が関与 し

ていると考えられている。また,産地で品種を導入するに

当たっては作型に合った休眠特性をもつ品種の選択が望ま

れる。そこで,秋季の温度条件がニラの体眠に及ぼす影響

と品種の休眠特性を知るため,市販品種の低温摘偶時間と

休眠との関係について検討した。

2試 験 方 法

試験 I:保温開始前の低温遭遇がその後のニラの生育に

及ぼす影響 (1992)

0)試験場所 :福島農試ガラス温室
2)耕種概要 :播種期 1992年 3月 26日 ,定植期
1992年 6月 25日 ,供試株 ワグネルボット (1/5,000a)
1鉢に3本植え,1区当り3鉢供試。
13)処理区
1)供試品種名 グリーンベルト・ スーパーグリーン
ベルト・ワンダーグリーンベルト (武蔵野種苗),キ ング
ベルト (前川種苗),ワ イドグリーン (サ カタのタネ),た
いりょう (渡辺採種)

2)保温開始時期 5℃以下の低温に0,50, 100,
200.500,1,000時 間遭遇したときに保温開始。

●)処理法及び調査法
露地状態で株養成し,屋外で所定の時間 5℃以下に道遇

させた。その後,最低気温が15℃以上に保てるように加温

したハウスヘ搬入して30日 ごとの生育量を調査した。

試験Ⅱ :秋季に低温遭遇させない条件がその後のエラの

生育に及ぼす影響 (1993)

(1)試験場所 試験 1に同じ
2)耕種概要 1年目の株養成は試験 Iに同じ。 1年目
の冬に4回収穫し,その後春から秋まで株養成して 2年 目

の株を供試した。

3)処理区
1)供試品種は試験 Iに同じ。
2)捨て刈り時期 外気が 5℃以下の低温に0,50,
100,200500,1,000時間遠遇した時に踊 卜部を捨て刈り。

“

)処理法及び調査法
ニラが低温に遭遇しないように,15℃ 以上に保温したハ

ウス内で株養成し,外気温の低温遭遇時間が所定の時間に

達した時期に合わせて捨て刈りした。その後30日 ごとの刈

り取り重量を測定した。

3 試験結果及び考察

試験 1:保温開始前の低温遭遇がその後のニラの生育に
及ぼす影響 (1992)

(D 保温開始後に刈り取った地上部の重量から,品種は

下記の 2群に分けられる。

(2) `グ リーンベルト' `ス ー′ヾ―グリーンベル ト
・ `ワ

ンダーグリーンベルト' `キ ングベルト'(以下Aグループ

とする)はいずれも11月 27日 (5℃以下 100時 間)保温
開始で生育量が最も少なくなった。

(3).ワ イドグリーン'`た いりょう'(以下Bグループ

とする)は ,10月 15日保温開始 (5℃以下 0時間)て生
育量が最も少なかった。しかし,1回目の刈り取りでは 5
℃以下50時間区で最小となり,Aグループに比べ少ない低
温遭遇量で休眠が深くなった。

14)以上の結果,Aグループの品種の休眠は, 5℃ 以下
の低温遭遇時間50～100時間程度で最も深くなり,200時間

以_しになると次第に打破されるものと推定される。また ,

BグループはAグループより休眠突入が早く,10月 中旬に

はすでに休眠に入っていると考えられ,0～ 50時間で休眠
が最も深くなると推定される。

試験Ⅱ:秋季に低温遭遇させない条件がその後のエラの

生育に及ぼす影響 (1993)

(1)グ リーンベルト,ス ーパーグリーンベルト,ワ ンダー

グリーンベルト,キ ングベルト (以下Aグループとする)

は,11月 25日捨て刈り (外気の低温遭遇時間 100時 間)

でやや生育量は落ちたが,試験 1に見られたような明かな

休眠は認められなかった。

(2)ワ イドグリーン,た いりょう (以下Bグループとす

る)は ,10月 15日の捨て刈り (5℃以下低温遭遇時間 0
時間)でも生育は悪くなり,捨て刈り前に低温に遭遇 しな

くとも休眠に突入し,1月 頃まで続いた。
(31 以上の結果,Aグループの品種は低温に遭遇させな
いことで休眠を回避できるが,Bグループの品種は低温に
遭遇しなくとも捨て刈り時期により休眠に突入する。

4 ま と め

供試した品種は,その特性から2つ のグループに分けら

れた。また,ハ ウス栽培における年内どり収量を安定させ

表 1 低温 (5℃以下)遭遇時間とニラの保温開始時
期及び刈り取り日   (199210～ 19935)

5℃以下低温 到達日
道遇時間目漂値

刈 り 取 り

1回   2回   3回   4回
(時間) (月 日)(月 日)(月 日)(月 _日 )(月 日)
0     10 15   11 14   12 13    1 14    2 11
50     11 13   12 13    1 14    2 11    3 13
lo0     11 27   12 27    1 26   2 25    3 27
200     12 4    1  3    2 2    3 4    4 3
500      1221    1 20    2 19   321    4 11
1000  111 210 312 411 511
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注 到達日は保温開始日
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図 1 保温開始時期が品種別の生育量に及ぼす影響 (1992)
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表2 刈り取り時における外気温の低温 (5℃以下)
積算時間とその後の刈取り時期

(199310～ 19945)

1)5℃以下の低温遭遇時間100～200時間で休眠が最
も深くなり,その後低温遭遇時間が増えるに従って休眠が

打破される。

2)秋季から保温開始するまでの間,ニ ラを低温に遭
遇させないことで休眠を回避できる。

3)Bグ ループの品種に比較して休眠が浅く,中でも
ヮンダーグリーンベルトが最も浅い。

(2)ワ イドグリーン,たいりょう (Bグループ)につい

て

1)5℃以下低温遭遇時間 0～ 50時間で休眠が最も深
くなる。

2)15℃以下の低温に道遇させなくとも10月～ 1月 に
休眠する。このため,この時期に収穫する作型には不適で

ある。

3)休眠が温度以外の要因により支配されていると考
えられる。

1回  2回
(月 日) (月 日)

3回  4回
(月 日) (月 日)

10 15

11 10

1125
12  3

1224
1 13

2 15

310
325
44
427
5 13
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- 1215 115
12 10  1 10 2 10
12 24  1 25 225
14 2333
127  224 329
2 14  3 14  4 14

るため,休眠を回避する栽培改善技術の資料を得ることが
できた。

ll)グ リーンベルト,スーパーグリーンベルト,ヮ ンダー

グリーンベルト,キ ングベルト(Aグルーカ について
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図 2 品種別ニラの刈り時期がその後の生育量に及ぼす影響 (1993)(捨て刈り前に低温に遭遇させない場合)
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